
 

                     

  

 

「JENESYS2022」日中障害者福祉青年オンライン交流の記録  

 

１．オンライン交流概要 

【目的】 

日中両国の新たな分野での協力として、「障害・リハビリ分野におけるロボット・機器の応

用」「特別支援教育とパラスポーツ」をテーマに、リハビリ分野や障害者福祉の分野での交流

を実施し、日中関係の更なる友好親善を図ることを目的として本交流を実施しました。 

 

【参加者】中国の障害者福祉、リハビリ分野、特別支援教育、パラスポーツの関係者 37 名 

日本の障害者福祉、リハビリ分野、特別支援教育、パラスポーツの関係者 31 名 

 

【日程】 

日にち 

 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数実績） 

１回目 

11月 8日 

 

【オリエンテーション】 

①在中国日本国大使館挨拶  

②中国障害者連合会挨拶 

③JENESYS プログラム説明 

 

【テーマ：障害・リハビリ分野におけるロボ

ット・機器の応用に関する発表・意見交換】 

①リハビリ大学挨拶 

②リハビリ大学建設について紹介 

③リハビリ大学研究成果発表①  

 テーマ：リハビリテーションに関する中日

間の学術交流とその展望 

④リハビリ大学研究成果発表② 

 テーマ：神経筋インターフェイスに基づ 

く多自由度ロボット支援リハビリテーシ

ョン 

⑤日本側発表① 

 テーマ：脊髄損傷に関する研究のフレーム

ワーク開発／臨床研究とその成果の現場

実装 

⑥日中双方交流、意見交換 

⑦中国側発表 

障害者福祉、リハビリ分野の研究者や従

事者等が参加し、テーマに関する研究成

果や現状等についての発表、意見交換を

行いました。 

参加者から「リハビリ大学は医療や技術

のみならず、社会の制度面・法律面にお

いても役割を果たすのか、社会分野にお

ける任務はどのようなものか」、「脊髄損

傷治療に関する新素材の応用について、

例えば、新しいバイオマテリアルは日本

でどのように評価され、下肢の機能再生

においてどのような効果があるか」、「筋

肉の萎縮について、リハビリにより筋肉

が疲労することで更なる重症化につな

がるが、治療方法に対してどのような提

案があるか」、「中国障害者連合会では、

不足する専門家の充実・育成、医療設備

の地方における展開等について戦略は

あるか、また日中間の交流において、知

りたい分野等日本に期待することがあ

れば教えてほしい」等の質問が挙がり、

専門分野における今後の展開や取組等

について意見が交わされました。 



 

 テーマ：インテリジェントロボットのリハ

ビリテーション医学への促進と応用 

⑧日本側発表② 

 テーマ：日本のリハビリテーション医療の

変遷と現状 

⑨日本側発表③ 

テーマ：脊髄性筋萎縮症のリハビリテーシ

ョンについて 

⑩日中双方交流、意見交換 

⑪リハビリ大学による総括 

（参加者：中国側 30 名、日本側 15 名） 

２回目 

11月 9日 

 

 

【テーマ：特別支援教育とパラスポーツに関

する発表・意見交換】 

①プログラム説明 

②日本側発表①：千葉県立千葉盲学校 

テーマ：日本の特別支援教育の概要 

③中国側発表①：青島市盲学校 

 テーマ：自主 融合-視覚障害学生の終身

発展のために 

④質疑応答 

⑤日本側発表②：日本企業４社による障害分

野への取組・支援について 

⑥質疑応答 

⑦日中双方によるパラスポーツ等について

の発表 

 テーマ：パラスポーツの展望と課題につい

て 

⑧パラスポーツについての意見交換 

⑨総括、来年以降の活動に向けたメッセージ 

特別支援教育の関係者、障害者・パラス

ポーツへの支援に取り組んでいる日本

企業、パラアスリート等が参加し、テー

マに関する取組や現状等についての発

表、意見交換を行いました。 

参加者から「日本の盲学校での職業教育

はどのようなものがあるか、またそれを

受けたことで就活・就職が変わってくる

か。大学へ進学する学生に対してどのよ

うな教育を行っているか」、「障害者雇

用、支援に関して社内で反対はなかった

のか、あった場合どのような意見だった

か」、「日本では東京オリンピックが決ま

ってからパラ選手のアスリート雇用を

する企業が増えたが、中国ではオリンピ

ックを機に何か変化があったか」等の質

問が挙がりました。 

最後に、障害者福祉分野における課題に

対し解決に繋がる意見交換等の交流を

今後も続けていきたいとのメッセージ

が伝えられました。 

（参加者：中国側 29 名、日本側 22 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．記録写真  

  

2022 年 11 月 8日 オリエンテーション 

在中国日本国大使館 垂秀夫大使挨拶 

2022 年 11 月 8日 オリエンテーション 

中国障害者連合会 張海迪主席挨拶 

  

2022 年 11 月 8日 障害・リハビリ分野につい

ての意見交換 
2022 年 11 月 8日 集合写真 

  

2022 年 11 月 9日 特別支援教育についての意

見交換 

2022 年 11 月 9日 日本企業による取組・支援

についての意見交換 



 

 

2022 年 11 月 9日 パラスポーツについての意

見交換 

 

 

３．中国側参加者の感想（抜粋） 

◆リハビリ分野関係者 

今回のような双方が発表する方式でのオンライン交流はとてもよかったと思います。お互いに自国の

障害者リハビリテーションについて、その理念や技術、手法などを紹介することができました。今後もこ

のような交流活動が増えることを願っています。また、可能であれば将来的には対面での交流もできれば

より良いと思います。友好を深め、お互いを知り、学び合い、ともに成長することができると思います。 

 

◆リハビリ分野関係者 

中日両国は、高齢化への対応という同じ課題に直面しています。リハビリのサービス、マネジメン

ト、研究、人材育成など話し合いながら一緒に模索できる分野も多いと思います。今回のような交流

は、双方の理解・信頼が深まり、両国国民の友情を強めることにも繋がると思います。 

 

◆リハビリ分野関係者 

日本ではパラリンピック選手の経費の大部分が企業によって支援されているとのことで、パラス

ポーツにおいて企業が担う役割が大きいのだと知りました。この点は中国とは大きく異なっており、

学ぶべきだと思いました。 

 

◆障害者福祉分野関係者 

障害者のリハビリや教育、スポーツなど各方面の制度が日中で異なっており、興味を持ちました。 

 

◆パラスポーツ関係者 

日本のパラスポーツに関する政策をより全面的に理解することができました。 

 

 

 

 

 

 



 

４．日本側参加者の感想（抜粋） 

◆リハビリ分野関係者 

中国の西洋リハビリテーションにおいて、脳卒中などの高齢者疾患に対する意識が高いことを感じま

した。 

 

◆特別支援教育関係者 

職場にいながらにして国境を越えた交流会に参加でき、改めてオンラインの強みを感じました。国内の

盲学校についてはある程度網羅していますが、海外の盲学校についてはわずかな知識しかありませんで

した。今回の交流会を通じて多くの発見があり、今後のネットワーク構築に期待が持てたことは大変貴重

でした。お互い視覚障害教育に携わる者同士として、情報交換しながら切磋琢磨していければと思いま

す。 

 

◆障害者・パラスポーツ支援に取り組む日本企業関係者 

日中両国の特別支援教育や、他の企業の CSR 活動、パラリンピック選の発表等を伺って、大変勉

強になりました。特に、選手の生の声を聴いて、とても感動しました。障がい者向けに、日中お互

いに交流、勉強しあうチャンスとして、今後とも注目していきたいと思っております。 

 

◆パラアスリート 

両国また他競技の選手が、コロナ禍でどのように、そしてどのような思いで活動してこられたのか、こ

のオンライン交流会がなければ知ることのできなかったことなので、今回このような会に出席できたこ

と大変嬉しく思います。実際にお会いして顔を見て交流したほうがもちろん良いのですが、このようにオ

ンラインでの交流も通訳さんのおかげでスムーズに行えたので良かったと思います。今後もこのような

交流が増えていけば嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．参加者の対外発信、報道記事等 

 

 

2022 年 11 月 11 日（在中国日本国大使館ホー

ムページ） 

「日中障害者福祉青年オンライン交流が初開催

（2022 年 11 月 8 日、9日）」 

今回の交流を通じ、日中障害者分野における交

流をより一層推進することが確認されたと紹介

されました。 

2022 年 11 月 11 日（中国障害者連合会ホーム

ページ） 

「日中障害者福祉青年オンライン交流で張海迪

氏が挨拶」 

中日両国におけるリハビリ分野の人材育成・研

究協力の強化が重要であり、交流を通じて相互

理解・友好が深まることが期待されると紹介さ

れました。 

 

2022 年 11 月 11 日（リハビリ大学ホームペー

ジ） 

「リハビリ大学建設をテーマとした中日青少年

友好交流活動が成功裡に開催された」 

中国のリハビリ分野発展において今後も日中の

交流・協力が重要であると紹介されました。 

実施団体名：（公財）日中友好会館 


